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伝統を継承
広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植」が５月22 日、国指定重要無形民俗文化財「塩原の大山広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植」が５月22 日、国指定重要無形民俗文化財「塩原の大山
供養田植」が５月29日に開催されました。（写真は「塩原の大山供養田植」　関連記事：12 ～ 13 ページ）供養田植」が５月29日に開催されました。（写真は「塩原の大山供養田植」　関連記事：12 ～ 13 ページ）



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原実業高等学校
農村環境創生研究部

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

田んぼをキャンパスに見立て、絵を描く

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：いつもかわい

い笑顔で癒やしてくれて

ありがとう。元気にすく

すく大きくなってね！

曽そ

ね

だ
根
田　

啓さ
と
し志

く
ん
（
板
橋
町
）

Ｒ
３
年
４
月
22
日
生
ま
れ

　
●西城シニアスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　西城シニアは、中学生を中心に、現在16 人が在籍している野球
チームです。
　練習は、毎週土、日曜日の13 時から西城球技場で行っています。
また、毎週木曜日には西城体育館で、けがをしない体づくりを意識
した室内トレーニングも行っています。
　西城シニアでは、活動をする中で支えてくれる多くの人へ「感
謝の気持ち」を持ち、「自分で感じ、考え、行動できる」よう、野球を
通して全員でのチーム作りを目指しています。
　昨年度、チーム初の女子が入団しました。また、小学６年生から
の入団も受け入れています。興味のある人はぜひグランドへ来て
ください！元気いっぱいな選手が待っています！

　私たちは、色の異なる稲を使って田んぼに巨大な絵を描く
田んぼアートの制作を通じて、地域の環境保全および活性化を目的
に活動しています。本年度は、庄原実業高校のキャラクターのイラ
ストを水田に描く準備を進めています。また、田んぼアートの活動
を通して、休耕田や耕作放棄地などの活用を
提案しています。
■田んぼアートの見頃
とき　７月 18 日㈪〜 31 日㈰
ところ　庄原市運動広場（庄原さくら球場）に
　　　  上がる道の右側の水田
※田んぼアートの最新の情報は、庄原実業高校のホームページやイ
ンスタグラムにもアップします。
※見学する際は、通行の妨げにならないよう注意してください。

【問い合わせ】
庄原実業高等学校　環境工学科　☎ 0824-72-2151

市 民 の ペ ー ジ
このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。
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今
回
は
果
菜
類
の
栽
培
で
起
こ
る
問

題
を
説
明
し
ま
す
。

果
菜
類
の
特
徴

　

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
と
い
っ

た
果
菜
類
は
、
親
づ
る
や
主し

ゅ
し枝
な
ど
の

茎
や
枝
が
伸
び
、
そ
こ
に
実
を
付
け
る

野
菜
で
す
。

　
「
実
」
を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
は
、

茎
や
枝
な
ど
の
「
樹
」
と
呼
ば
れ
る
部

分
の
役
割
が
大
切
で
す
。「
樹
」
が
健

康
に
成
長
し
て
い
な
い
と
「
実
」
は
育

ち
ま
せ
ん
。

体
を
健
康
に
保
ち
ま
し
ょ
う　

　

人
は
、
予
期
せ
ず
病
気
に
な
っ
た

り
、
け
が
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
野
菜
も
同
じ
で
病
気
に
な
る
こ

と
や
、
強
風
で
枝
が
折
れ
た
り
傷
付
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
は
人
と
違
っ
て
、
動
く
こ
と
や

話
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
野
菜
を

管
理
す
る
人
が
気
付
い
て
、
薬
を
使
っ

て
回
復
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
、
初
期
段
階
で
の
発
見
が
大

事
に
な
る
の
で
、
毎
日
よ
く
見
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

果
菜
類
の
栽
培
管
理

適
正
な
栄
養
が
取
れ
て
い
る
か　

　

野
菜
が
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、

良
い
肥
料
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

肥
料
が
多
す
ぎ
る
と
、
果
菜
類
は
茎

葉
が
※

過か

は

ん

も

繁
茂
と
な
り
、
花
・
果
実
の

成
長
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

少
な
い
場
合
は
、
野
菜
は
栄
養
失
調

を
起
こ
し
て
、
最
悪
の
場
合
、
倒
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

肥
料
は
適
正
な
量
を
守
っ
て
ま
き
ま

し
ょ
う
。

※
過
繁
茂
：
茎
葉
が
過
剰
に
茂
る
こ
と

で
、
風
通
り
や
日
当
た
り
が
悪
く
な
る

こ
と
。

　
　
　

実
が
な
り
過
ぎ
て
い
な
い
か

　

果
菜
類
は
、
天
気
や
生
育
環
境
な
ど

が
原
因
で
、
実
が
想
定
以
上
に
多
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

実
を
付
け
る
こ
と
は
、「
樹
」
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
を
伴
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
と
き
に
は
、
実
が
小
さ

い
う
ち
に
摘
果
す
る
な
ど
し
て
負
担
を

減
ら
す
か
、
肥
料
を
あ
げ
て
栄
養
を
つ

け
さ
せ
「
樹
」
を
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

　

野
菜
は
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
あ

げ
れ
ば
、
良
い
も
の
が
作
れ
ま
す
。

　
大
阪
府
か
ら
口
和
町
に
移
住
し
、
保
育
所

で
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
る
河
野
さ
ん
に
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

口
和
町
で
暮
ら
す

　

退
職
し
た
夫
の
故
郷
口
和
町
に
帰
る
こ
と

に
な
っ
た
の
が
、
今
か
ら
17
年
前
。
当
時
は
、

大
阪
で
の
便
利
な
生
活
に
慣
れ
て
い
た
の
で
、

田
舎
暮
ら
し
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
大
阪
で
絵
画
鑑
賞
を
し
て

い
る
と
、
ふ
と
木
と
小
川
の
風
景
画
に
心
引

か
れ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
「
私
は
田
舎
で

暮
ら
す
運
命
な
ん
だ
！
」
と
確
信
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

口
和
に
住
ん
で
初
め
て
の
秋
は
、
山
々
の

紅
葉
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
気
持
ち
を
近
所
の
人
に
伝
え
た
と
こ

ろ
「
上
ば
っ
か
り
見
ん
こ
う
下
の
方
も
見
て

み
ん
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
足
元
を
見
て
み
る

と
、
道
端
に
は
た
く
さ
ん
の
栗
が
落
ち
て
お

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

口和町での暮らしを
楽しんでいる

河
こ う の

野　邦
く に こ

子さん

り
、
さ
ら
に
感
動
し
ま
し
た
。
以
来
、
足
元

の
自
然
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

　

大
阪
で
は
学
童
保
育
の
支
援
員
な
ど
、
子

ど
も
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
庄

原
市
へ
移
住
し
て
か
ら
も
、
保
育
所
を
訪
問

し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
、「
あ
っ
！
河
野
さ
ん
だ
！
」
と
町
で
話

し
か
け
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
幸
せ
で
す
。

口
和
町
で
の
暮
ら
し
が
一
冊
の
本
に

　

私
は
、
大
阪
府
堺
市
に
あ
る
障
害
者
作
業

所
「
く
る
み
の
樹
」
の
通
信
に
、
口
和
町
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
、
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
い

ま
し
た
。３
年
前
に
は
施
設
側
の
ご
厚
意
で
、

コ
ラ
ム
を
一
冊
の
本
に
し
て
も
ら
い
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

口
和
町
で
の
暮

ら
し
は
、
大
変
な

こ
と
も
多
い
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に

楽
し
い
こ
と
も
多

く
あ
り
、
毎
日
が

充
実
し
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
員
　
若わ
か
や
ま山

　
　
譲
ゆ
ず
る
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保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト（
抜
粋
）

問
学
校
が
統
合
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

問
学
校
が
統
合
し
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
何
か
心
配
な
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
統

合
後
１
年
が
経
過
し
、
多
く
の

児
童
は
統
合
後
の
生
活
に
慣

れ
、
心
配
や
不
安
が
解
消
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
保
護
者
が

統
合
に
対
し
て
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
統
合
後
の
学
校
生

活
に
心
配
を
抱
え
て
い
る
児

童
・
保
護
者
も
い
る
こ
と
か

ら
、
市
教
育
委
員
会
は
、
今
後

も
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

情
勢
や
学
校
状
況
を
見
据
え
、

多
様
な
考
え
の
中
で
学
び
合
い

な
が
ら
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
こ
と
の
で
き
る
資
質
・
能
力

を
育
み
、
主
体
的
に
学
び
続
け

る
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
、
学
校
教
育
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

小学校区 令和４年度（５月１日現在）
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計

庄 原 64 45 73 57 65 50 354
永 末 20 17 16 10 13 4 80

高 8 8 7 7 5 2 37
峰 田 5 5 8 3 10 9 40
板 橋 19 18 14 17 25 13 106

東 24 29 26 23 28 17 147
山 内 10 9 11 8 10 6 54
西 城 18 10 19 20 12 22 101
小 奴 可 4 3 8 4 8 9 36
粟 田 1 1 5 3 3 3 16
東 城 22 33 41 41 36 40 213
口 和 10 9 11 21 20 17 88
高 野 8 11 10 12 6 9 56
比 和 6 4 4 8 4 6 32
総 領 7 3 9 8 6 9 42

計 226 205 262 242 251 216 1,402

中学校区 令和４年度
1 年 2 年 3 年 計

庄 原 137 126 138 401
西 城 18 18 30 66
東 城 49 49 66 164
口 和 21 19 16 56
高 野 10 10 10 30
比 和 3 11 5 19
総 領 10 10 5 25

計 248 243 270 761

令和10 年度見込
1 年 2 年 3 年 計
150 131 155 436

18 10 19 47
27 37 54 118
10 9 11 30

8 11 10 29
6 4 4 14
7 3 9 19

226 205 262 693

令和16 年度見込
1 年 2 年 3 年 計

90 97 98 285
10 6 8 24
28 27 20 75

6 6 9 21
7 7 9 23
4 3 3 10
4 8 11 23

149 154 158 461

令和10 年度見込み
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計

34 38 37 50 52 44 255
7 9 12 13 15 17 73
2 3 3 6 11 4 29
2 4 0 4 1 7 18

18 13 25 19 26 19 120
22 24 15 27 23 22 133

5 6 6 11 12 10 50
10 6 8 10 9 11 54

2 2 5 4 5 4 22
3 1 2 0 2 1 9

23 24 13 25 27 31 143
6 6 9 7 13 8 49
7 7 9 8 12 9 52
4 3 3 5 3 6 24
4 8 11 5 6 8 42

149 154 158 194 217 201 1,073

増 減

▲ 99
▲ 7
▲ 8

▲ 22
14

▲ 14
▲ 4

▲ 47
▲ 14

▲ 7
▲ 70
▲ 39

▲ 4
▲ 8

0
▲ 329

増 減

▲ 116
▲ 42
▲ 89
▲ 35

▲ 7
▲ 9
▲ 2

▲ 300

小中学校区ごとの児童生徒数の推計

※令和４年５月１日現在の住民基本台帳に基づき、令和 10・16 年度の児童生徒数を推計
※複式学級は網掛けにし、学年の仕切り線を削除
※児童生徒数は、通常学級および特別支援学級に在籍している合計の人数

（単位：人）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
る

統
合
小
学
校
児
童
の
様
子

　
統
合
後
１
年
を
経
過
す
る
小
学
校
で
、

　
統
合
後
１
年
を
経
過
す
る
小
学
校
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

児
童
ア
ン
ケ
ー
ト（
抜
粋
）

問
学
校
が
統
合
し
、
一
緒
に
勉
強
や
生

活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
何
で
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

問
学
校
が
統
合
し
て
、
心
配
し
て
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

問
心
配
し
て
い
た
こ
と
は
も
う
大
丈
夫

で
す
か
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
「
庄
原
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画
（
以

下
、「
基
本
計
画
」）」
に
基
づ
き
、
学
校
適
正
配
置
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
１
月
に
は
、
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

学
校
の
実
態
や
教
育
環
境
を
十
分
検
討
し
つ
つ
、
統
合
に
つ

い
て
、
保
護
者
・
地
域
と
よ
り
一
層
協
議
を
重
ね
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
広
報
し
ょ
う
ば
ら
令
和
４
年
３
月
号
掲
載
）

　　　　　　　　

　　　　　　　　

    
    

市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

　　　　

　　　　
 

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

    

〜
統
合
後
の
児
童
の
様
子
〜

〜
統
合
後
の
児
童
の
様
子
〜

【調査対象】旧川北小・旧美古登小・旧八幡小・旧口南小・旧口北小の２～６年生の児童　【回答人数】141 人 /141 人　回収率：100％
【調査時期】令和４年３月

【調査対象】旧川北小・旧美古登小・旧八幡小・旧口南小・旧口北小の２～６年生の保護者　【回答人数】99 人 /110 人　 回収率：90.0％
【調査時期】令和４年３月

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係
　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
６

これまででき
なかった遊び
や活動ができ
るようになっ
た
80人（56.7％）

友達が増えた
129人（91.5％）

勉強でたくさ
んの意見が聞
けるようにな
り、考えが広
がった
72人（51.1％）

校舎や校庭が
よくなった
31人（22.0％）

100％

80％

60％

40％

20％

0％

100％

80％

60％

40％

20％

0％

心配していたこ
とはない
85人（60.3％）

友達ができること
20人（14.2％）

人数が増えること
27人（19.1％）

バス通学のこと
20人（14.2％）

勉強のこと
24人（17.0％）

もう大丈夫
50人（36％）

まだ心配していることがある
６人（４％）

心配していたことはない
85人（60％）

ある
17人（17％）

特にない
82人（83％）

統合前

統合後

川
北
小

美
古
登
小

八
幡
小

口
北
小

口
南
小

庄
原
小

西
城
小

東
城
小

口
和
小

良くなかった
４人（４％）

良かった
42人（43％）

どちらともいえない
19人（19％）

どちらかと言えば良かった
31人（31％）

どちらかと言えば
良くなかった
３人（３％）
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庄原市の職員を募集します！ 「庄原いちばん」をつくりませんか？ 「庄原いちばん」をつくりませんか？ ～先輩職員メッセージ～～先輩職員メッセージ～

一緒に一緒に

　令和５年３月 31 日までに高等学校を卒業見込みの人も受験可能な「採用試験《後期》」を、
10 月 16 日㈰に実施します。
※詳細は別途市ホームページなどでお知らせします。

総務課職員係　☎0824-73-1122

職種 採用予定年月日 応募資格（すべて満たす人） 採用予定人員

一般事務職Ａ 令和５年４月１日
平成４年４月２日～平成 15 年４月１日に生まれ
た人

若干名

一般事務職Ｂ 令和５年１月１日 若干名

技術職（建築） 令和５年４月１日
▶昭和 62 年４月２日以降に生まれた人
▶１級もしくは２級建築士の資格を有する人（令
　和５年３月 31 日までに取得する見込みの人）

若干名

保健師 令和５年４月１日
▶昭和 62 年４月２日以降に生まれた人
▶保健師の資格を有する人（令和５年３月 31 日
　までに取得する見込みの人）

若干名

保育士 令和５年４月１日
▶平成４年４月２日以降に生まれた人
▶保育士の資格を有する人（令和５年３月 31 日
　までに取得する見込みの人）

若干名

※１受験者につき１職種のみ受験できます。

お 

知 

ら 

せ

申込受付期間 第１次試験 第２・３次試験

8/288/28㈰㈰ 10月10月以降以降

庄原市職員採用試験《前期》庄原市職員採用試験《前期》

申し込み手続き

　申込書に必要事項を記入し、添付書類と併せて総務課職員係へ提出してください。

（１）試験案内・申込書の入手方法

（２）提出書類

配布場所 総務課職員係、各支所総務室
インターネット 市ホームページから印刷

郵送請求

庄原市総務部総務課職員係（〒 727-8501　中本町一丁目 10 番
１号）宛てに返信用封筒を同封して請求
▪封筒の表に「試験資料請求」と朱書きする。
▪返信用封筒（角型２号：縦33・２㎝×横24㎝）に宛先を明記し、
120 円切手を貼る。

募集内容や
採用試験の

詳細はこちらから

　自治振興区と連携して、放課後に子どもたちが安全・安心に過ごせ
る環境づくりの推進や、学校以外での教育活動の支援を行っています。
社会教育を通じて、地域の子どもから大人まで幅広く支え合い、学び
を深めることができるところにやりがいを感じます。
　庄原市は、緑に囲まれた自然豊かな環境で、地域の人の温かさに触
れながら、働くことができます。最初は仕事に対して不安や戸惑いが
あると思いますが、頼りになる先輩や仲間が支えになってくれます。
スポーツや文化イベントに一緒にチャレンジしてみませんか。

　主に公共建築物の修繕・改修を行うための発注と現場管理を行って
います。また、他の部署と連携して新しい施設を計画・設計し、建築
することもあります。その中で、自分が決定した工法やデザイン、選
定した内容が、実際にできた時はとてもうれしくやりがいを感じます。
　私は中途採用で市職員となり、民間企業との違いに初めは戸惑いも
ありましたが、先輩のサポートもあり、楽しく仕事ができています。
専門的な知識や技術も日々変化していますが、協力して学べる職場で
すので、ぜひ、一緒に成長していきましょう。

　日々の生活や、遊び、集団生活の中で、子どもたちが基本的な生活習
慣と社会性を身に付けることと、心身の健やかな発達をサポートして
います。製作活動や運動などを設定し、さまざまな体験、経験を通して
子どもたちが成長していけるように見守り、一緒に楽しみながら保育
をしています。子どもたちの笑顔が働く力となっています。
　たくさんの自然に囲まれ、伸び伸び保育できることが庄原市の魅力
だと思います。明るく元気いっぱいな子どもたち、地域の方、頼りにな
る先輩、豊かな自然に働く力をもらいながら、一緒に頑張りましょう！

　妊娠期の母子手帳交付やパパママ広場、出産後の新生児訪問、育児
相談、乳幼児健診など母子保健に関する業務に携わっています。新生
児訪問で関わった子どもの成長していく姿を見ることができたり、相
談に対するアドバイスがうまく伝わったりするとうれしいです。
　庄原市は、住民の皆さんとの距離が近く、保健師としてきめ細やか
で丁寧なサポートができるところに魅力を感じます。優しい上司や先
輩、地域の人に囲まれながら日々業務に取り組んでいます。皆さんと
一緒に働けることを楽しみにしています。

教育部生涯学習課　社会教育活動事業担当

　増
ま す は ら

原　成
せ い ご

悟　（令和２年４月入庁）

環境建設部都市整備課　建築営繕業務担当

　佐
さ さ き

々木 　康
や す ゆ き

行　（平成23年４月入庁）

比和保育所　保育業務担当

　黒
く ろ せ

瀬 　菜
な ほ

穂　（平成29年４月入庁）

生活福祉部保健医療課　母子保健業務担当

　岩
い わ い ち

市　優
ゆ う な

奈　（令和３年４月入庁）

一般事務職一般事務職

保健師保健師

技術職（建築）
技術職（建築）

保育士保育士

7/267/26㈫㈫
までまで

市ホームページ
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ま
ち
づ
く
り
感
謝
状

候
補
者
募
集

　

市
は
、
市
内
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

実
践
し
継
続
し
て
い
る
人
に
敬
意
を
表

し
て
「
ま
ち
づ
く
り
感
謝
状
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
こ
の
感
謝
状
の
贈
呈
に

ふ
さ
わ
し
い
候
補
者
の
推
薦
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
者

　

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
、
お
お

む
ね
５
年
以
上
活
動
し
て
い
る
個
人
・

団
体
・
事
業
者
な
ど
。

　

な
お
、
同
一
の
内
容
で
既
に
他
の
表

彰
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
す
る
活
動　

　

市
民
が
幸
せ
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
活
動
お
よ
び
事

業
（
例
：
清
掃
や
交
通
安
全
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
で
、
定
例
行
事
や

業
務
に
よ
ら
ず
自
発
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
。

■
募
集
方
法　

　

８
月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
所

定
の
推
薦
書
を
直
接
持
ち
込
む
か
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
書
・
実

施
要
綱
は
、
自
治
定
住
課
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
）、
各
支
所
総
務
室
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

候
補
者
は
他
薦
に
よ
る
公
募
と

し
、
推
薦
人
が
個
人
の
場
合
、
２
人

以
上
の
賛
同
者
が
必
要
で
す
。

【
推
薦
人
お
よ
び
賛
同
者
の
要
件
】

▼
候
補
者
の
親
族
で
な
い
こ
と
。

▼
候
補
者
と
同
一
の
団
体
（
住
民
自

　

治
組
織
を
除
く
）
に
属
し
て
い
な

　

い
こ
と
。

■
そ
の
他　

　

審
査
会
を
経
て
、
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
す
。
副
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

高
齢
者
講
習
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
を

踏
ま
え
、
５
月
13
日
、
改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
免
許
更
新

の
際
に
行
わ
れ
る
講
習
な
ど
の
内
容
が
、
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

運
転
技
能
検
査
（
実
車
試
験
）
の
導
入

　

75
歳
以
上
で
過
去
３
年
以
内
に
一
定
の
違
反

が
あ
る
人
は
、
運
転
技
能
検
査
に
合
格
し
な

け
れ
ば
運
転
免
許
証
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

運
転
技
能
検
査
で
は
、
教
習
所
内
の
コ
ー
ス

を
走
行
し
、
一
時
停
止
や
右
左
折
、
信
号
の
通

過
な
ど
、
安
全
な
運
転
が
可
能
か
検
査
し
ま

す
。

　

運
転
技
能
検
査
の
対
象
と
な
る
違
反
行
為

は
、
信
号
無
視
や
速
度
超
過
、
携
帯
電
話
の

使
用
な
ど
、
今
後
、
重
大
事
故
を
起
こ
す
可

能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
違
反
で
す
。

認
知
機
能
検
査
が
簡
素
化

　

認
知
機
能
検
査
の
内
容
が
見
直
さ
れ
、「
手

が
か
り
再
生
」
と
「
時
間
の
見
当
識
」
の
み
と

な
り
ま
す
。

　
「
手
が
か
り
再
生
」
は
、
記
憶
力
を
検
査
す

る
も
の
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
記
憶
し
、
そ
の
イ
ラ

ス
ト
に
関
す
る
質
問
に
答
え
ま
す
。「
時
間
の

見
当
識
」
は
、
時
間
の
感
覚
を
検
査
す
る
も

の
で
、
検
査
時
の
年
月
日
や
曜
日
、
時
間
を
回

答
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

を
提
出
す
る
こ
と
で
、
認
知
機
能
検
査
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
齢
者
講
習
が
一
元
化

　

高
齢
者
講
習
は
、
こ
れ
ま
で
２
時
間
講
習

と
３
時
間
講
習
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２

時
間
講
習
に
一
元
化
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
の
積
載
制
限
が　
　
　
　
　
　
　

緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

改
正
道
路
交
通
法
施
行
令
が
施
行
さ
れ
、

自
動
車
の
積
載
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
基
準
を
超
え
る
場
合
に
は
、
警
察
署

長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

子
育
て
講
座

　

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
は
、
子
育
て
家

庭
の
両
親
や
祖
父
母
を
対
象
に
、「
子

育
て
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
保
健
師
や
保
育
士
、

助
産
師
な
ど
の
専
門
職
が
、
子
育
て

の
ヒ
ン
ト
や
各
種
手
続
き
の
方
法
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
中
は
託
児
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
を
希
望
す
る
人
は
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
ほ
の
ぼ
の

ネ
ッ
ト
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

参
加
者
か
ら
の
声

▪
家
で
の
遊
び
に
限
界
を
感
じ
て
い

た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
新
し
い
触

れ
合
い
方
を
知
れ
て
良
か
っ
た
。

▪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
と
情
報
が
正

し
い
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、

対
面
で
聞
け
て
良
か
っ
た
。

▪
気
に
な
る
こ
と
以
外
で
も
、
他
の

人
と
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
た
め
に

な
る
知
識
を

得
る
こ
と
が

で
き
た
。

子育て講座日程
とき ところ 内容 申し込み

８月 19 日㈮
10 時～ 12 時

庄原
ひだまり広場

～赤ちゃんのからだのおはなし～
自宅でできる簡単なマッサージをやってみよう

８月 18 日㈭
17 時まで

10 月 21 日㈮
10 時～ 12 時

～保育所入所について～
保育所での生活の様子や入所手続きについて説明

10 月 20 日㈭
17 時まで

12 月 16 日㈮
10 時～ 12 時

～乳幼児のおやつについて～
おやつを与える際のポイントなどを紹介

12 月 15 日㈭
17 時まで

２月 17 日㈮
10 時～ 12 時

～母乳・ミルク・卒乳のおはなし～
授乳、卒乳に関することを助産師へ相談してみよう

２月 16 日㈭
17 時まで

子育てのヒントをお伝えします子育てのヒントをお伝えします
　　　　　　　～子育て講座～　　　　　　　～子育て講座～

ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）
☎0824-73-1214☎0824-73-1214

【改正後の積載制限】
長さ 幅

積載物 自動車の長さの 1.2 倍まで 自動車の幅の 1.2 倍まで
積載方法

（はみ出し）
自動車の前後から、それぞれ自
動車の長さの 1/10 まで

自動車の左右から、それぞ
れ自動車の幅の 1/10 まで

イメージ

積載物 積載物

自動車の長さ（Ｌ） 自動車の幅
（Ｗ）

長さ
Ｌ×1.2まで

それぞれＬ×0.1まで それぞれＷ×0.1まで

幅　Ｗ×1.2まで

７月13日㈬～22日㈮　夏の交通安全運動実施　一人一人が交通事故防止に努めましょう

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

建
設
課
農
林
整
備
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
６

　

県
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
こ
と
を
契
機

に
、
た
め
池
減
災
対
策
の
た
め
、
浸
水
想

定
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
浸
水
想
定
図
に
周
辺
の
避

難
所
を
加
え
た
、
※
防
災
重
点
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
大
雨
な
ど
で

た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
に
、
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
区
域
や
、
決
壊
し
た
水
が
到
達

す
る
ま
で
の
予
想
時
間
な
ど
を
表
示
し
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
危
険
な
場
所
や

避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
、
安
全
で
迅
速

な
避
難
行
動
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
る
ほ
か
、
各
自
治
振
興
区

へ
冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
防
災
重
点
た
め
池
と
は

　

決
壊
し
た
場
合
の
浸
水
区
域
に
家
屋
や

公
共
施
設
な
ど
が
存
在
し
、
人
的
被
害
を

与
え
る
恐
れ
の
あ
る
た
め
池
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://w
w

w
.city.shobara.hiroshim

a.
jp/m

ain/industry/nogyo/cat04/
post_194.htm

l

  

上野池 ハザードマップ

庄庄原原格格致致高高校校

東東小小学学校校

紅紅屋屋ココミミュュニニテティィ会会館館

庄庄原原市市役役所所

庄庄原原中中学学校校

庄庄原原実実業業高高校校

庄庄原原小小学学校校

庄庄原原自自治治振振興興セセンンタターー

大大胡胡会会館館

新新道道会会館館

※この地図の作成に当っては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基礎地図

情報並びに電子地形図 を使用した。（承認番号 平 情使、第 号）

※ため池番号

上野池

栄栄町町集集会会所所

三三日日市市集集会会所所

北北後後迫迫老老人人集集会会所所

上上原原老老人人集集会会所所

庄庄原原格格致致高高校校（（屋屋外外運運動動場場））

官公庁連絡先 
施 設 名 電話番号 

庄原市役所 （代表・夜間・休日） 0824-73-1111 
 建設課 農林整備係 0824-73-1136 
備北地区消防組合 119 
警察署 110 
 

防災マップと合わせて確認し、
災害時の避難計画を立てましょう
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　肝臓は、栄養分の生成・貯蔵、血液中の有害物質の代謝・解毒、食べ物を消化するために必
要な胆汁の生成など、さまざまな働きをしています。そのため、私たちが生きていくには、肝
臓が健康であることが大切です。肝臓の病気は自覚症状がないことが多いため、肝臓は「沈黙
の臓器」といわれています。
　今回は、肝臓の病気の中でも有名な、肝炎について紹介します。毎年７月28日は「肝炎デー」
と定められており、世界中で肝炎の感染予防や正しい知識の普及に取り組まれています。
　肝臓を健康に保つためにも、肝臓の病気について知っておくことが大切です。

１　肝炎とは
　肝炎は、肝臓の細胞が傷つけられ、肝臓の働きが損なわれる病気です。肝炎が悪化すると、肝硬
変や肝がんに移行する恐れがあります。
　肝炎の原因は、多くがＢ型肝炎ウイルスやＣ型肝炎ウイルスへの感染で、どちらも血液や体液を
介して感染します。
　国内の肝炎の感染者は、Ｂ型肝炎が 110 万人～ 120 万人、Ｃ型肝炎が 90万人～ 130 万人といわ
れています。

２ それぞれの肝炎の特徴
１）Ｂ型肝炎
　感染した時期や感染した時の健康状態によって、一過性の感染で終わるものと生涯にわたり感染
が継続するものに分けられます。
　特に、出産時や３歳未満の乳幼児期に感染すると、長期的に感染が継続することが多いといわれ
ています。しかし、平成 28年から乳児にＢ型肝炎ウイルスワクチンが接種されるようになり、感
染を予防することができるようになりました。
　また、一過性の感染であれば、抗ウイルス薬などの点滴治療を受けることができます。
２）Ｃ型肝炎
　Ｂ型肝炎と異なりワクチンはありませんが、近年、以前に比べ少ない副作用で十分な効果を得ら
れる飲み薬が開発されました。
　これにより、初回治療の場合、95％以上の人がウイルスを体内から排除できます。

　以前は、輸血や血液製剤、注射器の使いまわしにより、身に覚えがないまま感染す
るケースが多くありましたが、医学の進歩によりこのような感染は減少しています。
　しかし、現在も不意に他人の血液や体液に触れてしまったり、病院以外での針刺し
（ピアスの穴あけ、入れ墨、覚せい剤を打つ際の注射器の使いまわしなど）をしたり
することにより、感染する人が後を絶ちません。
　肝炎は、早期発見早期治療が大切です。身に覚えがない人も、健康診断や人間ドッ
クの機会や医療機関を活用し、検査を受けてみてはいかがですか。

肝炎について知ろう肝炎について知ろう
～毎年７月28日は肝炎デーです～

健康広場

h
e

a
lt

h
y

 c
o

lu
m

n

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255
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　市政トピックス 　市政トピックス 

①完成した新焼却施設　②旧施設

式辞を述べる木山市長 テープカットとくす玉割りで完成を祝う 新施設には見学スペースを設置

　

６
月
５
日
、
備
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
新
焼
却
施
設
）
の
落
成
式
が

開
催
さ
れ
、
木
山
耕
三
市
長
を
は
じ

め
、
市
議
会
議
員
、
地
元
関
係
者
な

ど
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

木
山
市
長
は
式
辞
で
、「
将
来
に

わ
た
る
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
を

図
る
た
め
、
新
焼
却
施
設
は
、
安
全

で
安
定
的
な
廃
棄
物
処
理
を
可
能
と

し
、
環
境
保
全
対
策
も
徹
底
し
て
い

る
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
見
学
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
施
設
と

し
て
整
備
を
し
た
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
割
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員

で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

新焼却施設の完成を祝う
備北クリーンセンター落成式

環境
政策課

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

こ
ん
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
を
！

ご
注
意
を
！

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

　

未
成
年
者
の
場
合
、
親
の
同
意
を
得
ず
に

結
ん
だ
契
約
は
、「
未
成
年
者
取
消
権
」
に
よ

り
、
原
則
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
成
年
者
に
な
る
と
正
当
な
理
由
な
く

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

社
会
経
験
の
少
な
い
若
者
を
狙
っ
て
、
取
り
引

き
を
持
ち
か
け
る
悪
質
な
事
業
者
も
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ

り
、
若
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
、
今
ま
で
以

上
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
に
、
未
成
年
の
う
ち
か
ら
、
契
約
に
関

す
る
知
識
や
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
学
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

そ
の
契
約
が
本
当
に
必

要
か
、
判
断
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

不
安
に
感
じ
た
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
た
と
き
は
、「
庄
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

①①

②②

成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
と

何
が
変
わ
る
の
？

成
年
年
齢
引
き
下
げ
で
、若
者
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
す
る
？

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

　

民
法
改
正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

18
歳
（
成
年
者
）
に
な
る
と
、
保
護
者
の

の
同
意
を
得
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
で
さ

ま
ざ
ま
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
っ
て
も
、

飲
酒
や
喫
煙
な
ど
は
、
20
歳
に
な
ら
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
。

18
歳
に
な
っ
た
ら
で
き
る
こ
と

▪
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
携
帯
電
話
の
契
約

▪
ひ
と
り
暮
ら
し
の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る

▪
ロ
ー
ン
を
組
む

▪
10
年
有
効
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得　

な
ど

20
歳
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い
こ
と

▪
飲
酒

▪
喫
煙

▪
競
馬
・
競
輪
・
競
艇
・
オ
ー
ト
レ
ー
ス
な

　

ど
の
投
票
券
の
購
入

▪
大
型
・
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の
取
得な

ど
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　広島県無形民俗文化財「比和牛供養田植」が５月 22 日、国営備北丘陵公園で、国指定重要無形民俗文化財「塩
原の大山供養田植」が５月 29 日、東城町塩原で開催されました。これらは、牛馬の供養と五穀豊穣を祈念する伝
統催事で、４年に１度行われています。「比和牛供養田植」は、令和２年に開催を予定していましたが、コロナ禍
の影響により１年延期。翌年には中止が決定しました。しかし、今回伝統を継承するため、国営備北丘陵公園と
合同で開催されました。「塩原の大山供養田植」も、コロナ禍を考慮し、規模を縮小し無観客で開催されました。

比和牛供養田植（写真：２・３・４・９）
②田植唄の拍子に合わせて田植えをする「早

そ お と め

乙女」　
③「露払い」を先頭に「サゲ」「太鼓打ち」「早乙女」
　が供養田に向かう「道

み ち ゆ き

行」
④「太鼓打ち」が約 700 年前に大山（鳥取県）の神
　職により伝えられたといわれる技法を披露
⑨飾り鞍を付けた供養牛が供養田を歩き回る「代

し ろ か

掻き」

塩原の大山供養田植（写真：１・５・６・７・８）
①飾り鞍などで飾られ、神仏両方の祈祷を受けた牛が
　田んぼの中を歩き回る「しろかき」
⑤供養田植終了後、供養田植の間祭っていた供養札を
　多

お お い

飯が辻
つ じ

山
や ま

の大
だ い せ ん し ゃ

仙社に奉納する「お札納め」
⑥「左

さ げ

下」は太鼓を打ちながら田植歌を歌う
⑦「そおとめ」は⑥の太鼓に合わせて苗を植えていく
⑧田植えを見守る「露はらい」（右）と「幣

へ い も ち

持」（左）
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庄原駅舎を飾り付け立派に大きく育って
　備後庄原駅舎　七夕飾り・6/17　サツマイモの植え付け・5/27

　備後庄原駅舎で、七夕の飾り付けが行われ、三日市保
育所の園児35 人が参加しました。
　これは、庄原駅周辺のにぎわいづくりを行っている、
庄原駅周辺地区まちづくり協議会が、庄原駅の利用促
進のため企画したものです。
　当日は、駅舎に設置された竹に、園児が願い事を書い
た短冊や、織姫と彦星の七夕飾りなどを結び付け、「た
なばたさま」を合唱しました。
　飾り付けを行った園児は「お父さんとお母さんの幸
せをお願いした」と笑顔で話しました。
　その後、年長組の園児は芸備線の列車に体験乗車し、
列車からの景色を楽しんでいました。
　七夕飾りは7 月29 日まで展示される予定です。

　総領小１、２年生が、総領自治振興区や民生委員・児
童委員の皆さんと、サツマイモの苗の植え付けを行い、
10 人が参加しました。
　児童は総領地区民生委員児童委員協議会の迫

さ こ え

江茂
しげゆき

幸
会長指導のもと、マルチに穴を開けて、サツマイモの苗
を、一本一本植えていきました。迫江会長は「しっかり
土を被せていないと苗が干からびてしまうので、土の
外に出てしまっている苗を見つけたら、布団をかけるよ
うに、土をかけてほしい」と児童に優しくアドバイスし
ていました。
　その後、児童は手作りのジョウロで、水をやりながら

「大きくなるように大切に育てて、焼き芋にして食べた
い」と、早くも秋の収穫を楽しみにしている様子でした。

▲サツマイモの植え方を教わる児童

将来の進路を考える機会に
　口和中職場体験・5/30 ～ 6/3

　口和中２年生が、町内９カ所の事業所に分かれて職
場体験学習を行い、市役所口和支所では２人が体験を
行いました。
　この職場体験学習は、中学２年生が仕事の体験を通
じて責任感や勤労の尊さを知り、自分の進路を考える
機会とすることを目的に、毎年実施されています。
　生徒は、口和郷土資料館での来場者の案内、赤ちゃん
や高齢者の家庭訪問など、５日間にわたり業務を体験
しました。また住民告知放送の業務では、実際に録音を
行い、口和地域で放送されました。
　生徒は「放送は、相手に伝わりやすいように話すこ
とが大切だと分かった。放送を聞いた人が『良かった
よ』と言ってくれてうれしかった」と話しました。

▲緊張しながら録音を行う児童

№２№5№6

災害に備えて認知症サポーターを増やすため 登山シーズンの到来！
　防災訓練・5/30　認知症サポーター養成講座・6/23 　比婆山山開き・5/29　2022 吾妻山山開き・6/5

　高野町の下高地区の住民で組織した下高自主防災会
が、大雨を想定した防災訓練を実施し、94 人が参加しま
した。
　当日は、下高地区全域に住民告知端末で避難訓練の放
送を行い、地域住民が下高自治振興センターに避難する
までを想定して本格的な訓練が行われました。訓練では、
消防団員が参加者を自治振興センターまで誘導。その後、
市消防団高野方面隊の小

こ ば ら

原正
しょうじ

次方面隊長が、消防団の防
災活動の報告を行い、参加者は熱心に聞いていました。
　同自主防災会の草

くさたに

谷洋
ひろし

事務局長は「災害がいつ起こ
るか分からない中、今回の訓練を参考に、人命第一でお互
い助け合っていきたい」と話しました。

市内のケアマネジャーや介護職員などで構成する
「キャラバン・メイト」が、市役所東城支所で「認知症サ
ポーター養成講座」を開催し、市内の郵便局職員7 人が
受講しました。この講座は、認知症について正しく理解
し、認知症の人や家族を見守る応援者「認知症サポー
ター」を増やす目的で行われています。

講座では、認知症の原因やその症状、支援方法につい
ての講義や、郵便局職員が対応する可能性が高い事例
として「預金を引き出したことを忘れてしまった認知
症の人への対応」について、寸劇を交えて解説しました。

受講者は「寸劇が分かりやすかった。今後の業務に
生かしていきたい」と話しました。

　新緑が増す比婆山と吾妻山で、山開きが開催されま
した。いずれも３年ぶりにイベントを伴っての開催と
なり、天気にも恵まれ、多くの人でにぎわう一日にな
りました。
　「比婆山山開き」では、地元の人や多くの登山客が神
事に参加し、町内の福祉バンドによるご当地ソングの
演奏や、西城町神楽愛好会による神楽などのイベント
が行われ、会場を盛り上げました。また、イザナミ茶屋
のおこわやかき餅あげの販売などもあり、参加者は食
も楽しみました。
　主催した西城町観光協会の山

や ま ぐ ち

口和
か ず お

男代表は「比婆山

№3№4 №1

▲寸劇を観賞する郵便局職員の皆さん ▲小原隊長から報告を聞く参加者の皆さん ▲安全を祈願する神事（比婆山山開き）

▲熱心に飾り付ける園児

▲比婆斎庭神楽を披露（吾妻山山開き）

▲「たなばたさま」を合唱▲芸備線の列車に体験乗車

が多くの人でにぎわい、事故の無いシーズンとなるよ
うに祈っている」とあいさつしました。
　「2022 吾妻山山開き」では、夏山登山の安全祈願
祭が行われるとともに、初夏の草花ウォッチングが行
われ、参加者は吾妻山に自生するたくさんの草花を観
察しました。また、広島県無形民俗文化財の比

ひ ば

婆斎
さ に わ

庭
神楽も披露されました。
　来場者は「神話にゆかりある吾妻山の自然の中で神
楽を堪能することができ、感慨深かった」とうれしそ
うに話しました。
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募　
　

集

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ８月２日㈫・16日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

東城 ８月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
高野 ８月９日㈫13時～15時 高野支所
比和 ８月18日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ８月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月18日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ８月18日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

高野 ８月９日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ８月18日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ８月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
西城 ８月12日㈮13時～16時 西城自治振興センター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ８月19日㈮13時～16時 東城支所

総領 ７月29日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
８月２日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
７月26日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
８月23日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ８月８日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210口和

７月22日㈮９時～12時 口和保健福祉センター
身体・知的障害者
相談員７月25日㈪９時～12時 口和自治振興センター

比和 ８月２日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ８月18日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会

肢体 ７月21日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階
三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210聴覚 ８月16日㈫13時～13時45分

心の健康相談 ８月16日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
８月１日㈪・15日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

８月13日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育 児 相 談 ８月９日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

催　
　

し

司
法
書
士・
土
地
家
屋
調
査
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

　

法
律
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
、
時
間
は
１
人
40
分
で

す
。

と
き

７
月
30
日
㈯　

10
時
～
14
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

相
談
内
容

▼
相
続
・
贈
与
の
た
め
に
土
地
を

　

分
け
た
い

▼
相
続
・
遺
言

▼
高
齢
者
の
財
産
管
理
（
成
年
後

　

見
）

▼
夫
婦
・
親
子
関
係

▼
裁
判
・
少
額
訴
訟

▼
借
金
の
悩
み

▼
悪
質
な
訪
問
販
売
・
買
い
取
り

（
悪
質
商
法
被
害
）

▼
そ
の
他
司
法
書
士
と
土
地
家
屋

　

調
査
士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
る
法
律
問
題
全
般

予
約
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
青
年
土
地
家
屋
調
査
士
の

会☎
０
８
０
‐
７
２
７
０
‐
１
５
６
３

第
57
回　
　
　
　
　
　
　
　

庄
原
市
少
年
少
女
水
泳
記
録
会

　

市
内
15
校
の
小
学
６
年
生
が
参

加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ

フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
２
０
０
メ
ー

ト
ル
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

で
自
己
最
高
記
録
・
チ
ー
ム
最
高

記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。
一
生
懸
命

泳
ぐ
選
手
へ
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き

７
月
29
日
㈮　

８
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル
「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

母子保健事業母子保健事業

広告

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
吏
員
募
集

募
集
人
員　
４
人
程
度

受
験
資
格

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

と
き

９
月
18
日
㈰（
第
１
次
試
験
）

と
こ
ろ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
三
次
市
十
日
市
中
３
丁
目
１
番

21
号
）

試
験
内
容

教
養
・
消
防
適
性
検
査
・
作
文
・

体
力
測
定

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫

※
募
集
要
項
は
、
備
北
地
区
消
防

組
合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す
る

か
、
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.119-bihoku.

jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
消

防
の
魅
力
と
仕
事
内
容
」
な
ど
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

相　
　

談

市税などの納期限のお知らせ
納期限納期限

８月１日㈪８月１日㈪
■固定資産税２期
■国民健康保険税１期
■介護保険料２期
■後期高齢者医療保険料１期

●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
　残高確認をお願いします。

収納課収納係　☎0824-73-1511

広報しょうばら／ 2022.7　16 17　2022.7 ／広報しょうばら
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　 ※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ル☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
０

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
に
伴
い
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
特

別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯

▼
支
給
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
４
月
分
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者②
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
に
よ

り
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
た
め
、家
計
が
急
変
し
、

収
入
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と

同
じ
水
準
に
な
っ
た
人

▼
申
請
方
法

　

①
は
申
請
が
不
要
で
す
。
既
に

児
童
扶
養
手
当
の
口
座
に
振
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

②
③
は
申
請
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
以
外

▼
支
給
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た
は
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
、

令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
人

②
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

19
年
４
月
１
日
に
出
生
し
た
子
ど

も
の
み
を
養
育
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
人

③
18
歳
未
満
（
障
害
児
は
20
歳
未

満
）
の
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
の
た
め
、
家
計
が
急

変
し
、
非
課
税
の
人
と
同
じ
水
準

に
な
っ
た
人

※
４
月
か
ら
令
和
５
年
２
月
末
ま

で
に
出
生
し
た
新
生
児
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

①
は
申
請
が
不
要
で
す
。順
次
、

児
童
手
当
等
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

　

②
③
は
申
請
が
必
要
で
す
。

給
付
額

児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

申
請
期
限

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

そ
の
他

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

バ
ス
の　
　
　
　
　
　
　
　

車
内
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

日
本
バ
ス
協
会
は
７
月
31
日
ま

で
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事

故
を
防
止
す
る
「
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
の
け
が
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
降
車
の
際
は
、
バ
ス
が

停
留
所
に
着
い
て
、
停
車
し
た
こ

と
を
確
認
し
、
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
満

席
の
た
め
、
立
っ
て
利
用
す
る
人

は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
を
し
っ
か

り
握
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
バ
ス
協
会

☎
０
８
２
‐
２
６
１
‐
３
２
３
８

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
の
保
険
証
は
、
７
月
31

日
㈰
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に

「
水
色
の
封
筒
」
で
世
帯
主
宛
て

に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
人
数

の
多
い
世
帯
（
被
保
険
者
が
５
人

以
上
）
は
、
封
筒
が
複
数
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
を
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保

険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い

た
人
で
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

被
爆
二
世
健
診

　

被
爆
二
世
の
人
は
健
康
診
断
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
広
島
県
内
在
住
の
人

▼
広
島
被
爆　

昭
和
21
年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▼
長
崎
被
爆

昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

申
し
込
み
方
法

　

保
健
医
療
課
お
よ
び
各
支
所
市

民
生
活
室
・
地
域
振
興
室
な
ど
に

設
置
し
て
あ
る
、
専
用
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
診
希
望

日
の
２
週
間
前
ま
で
に
郵
送
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
電
子
申
請
で
申
し
込
み
が
可
能

申
込
受
付
期
間

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま
で

※
消
印
有
効

実
施
期
間

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

（
た
だ
し
精
密
検
査
は
令
和
５
年

３
月
10
日
㈮
ま
で
）

検
査
費
用

無
料
（
被
爆
二
世
健
診
の
範
囲
に

含
ま
れ
な
い
検
査
は
自
己
負
担
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に　

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
に
直
面
し
た
人
へ
の
生
活
・

暮
ら
し
の
支
援
と
し
て
、
非
課
税

世
帯
な
ど
に
給
付
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

支
給
対
象
者

６
月
１
日
時
点
で
庄
原
市
に
住
民

票
が
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
住
民

税
が
、
世
帯
員
全
員
非
課
税
で
あ

る
世
帯
の
世
帯
主

※
た
だ
し
住
民
税
課
税
者
の
扶
養

親
族
の
み
か
ら
な
る
世
帯
お
よ
び

令
和
３
年
度
に
支
給
し
た「
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
」
の
受
給
者
は
対
象
外

支
給
額

1
世
帯
あ
た
り
10
万
円

そ
の
他

　

支
給
対
象
世
帯
に
は
、
受
給
に

必
要
な
書
類
を
６
月
下
旬
に
発
送

し
て
い
ま
す
。
ま
た
課
税
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
１
月
以
降
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

収
入
が
減
少
し
、
非
課
税
世
帯
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
支
給
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

受
診
場
所

　

専
用
は
が
き
と
合
わ
せ
て
医
療

機
関
一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
被
爆
者
支
援
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
１
６

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

高
齢
者
の　
　
　
　
　
　
　

在
宅
介
護
を
支
援
し
ま
す

　

重
度
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要
件

全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居

し
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

高
齢
者
の
要
件

▼
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

▼
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

　

受
け
て
い
る

支
給
額

高
齢
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円

※
１
カ
月
の
う
ち
、
入
院
・
入
所

な
ど
の
期
間
を
除
い
た
在
宅
日
数

が
20
日
以
上
の
と
き
、
１
カ
月
と

し
て
算
定
し
ま
す
。

※
支
給
は
基
準
日
前
６
カ
月
を
基

礎
と
し
ま
す
。

基
準
日

▼
８
月
１
日

（
２
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
）

▼
２
月
１
日

（
８
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
）

申
請
の
時
期

各
基
準
日
の
20
日
後
ま
で

②
特
別
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

支
給
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
申
請
書
の

提
出
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同
居
し
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

高
齢
者
の
要
件

▼
①
の
高
齢
者
の
要
件
に
該
当
し

　

て
い
る

▼
原
則
１
年
間
、
介
護
保
険
サ
ー

　

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

支
給
額

在
宅
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円　

申
請
の
時
期

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ

た
期
間
が
、
１
年
間
に
達
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
、
１
年
以
内

申
請
に
つ
い
て

　

①
②
と
も
、
申
請
書
に
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
の
証
明
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

心
な
い
落
書
き
な
ど
で　
　

傷
つ
い
て
い
る
人
が
い
ま
す

　

建
造
物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

へ
、
個
人
ま
た
は
団
体
の
名
誉
・

信
用
を
傷
つ
け
た
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
し
た
り
す
る
悪
質
な

落
書
き
や
、
書
き
込
み
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
落
書
き
や
書
き
込

み
は
、偏
見
や
差
別
意
識
を
助
長
、

拡
大
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
人
権
侵

害
行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

落
書
き
は
そ
の
行
為
自
体
が
、
建

造
物
損
壊
罪
や
器
物
損
壊
罪
な
ど

の
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

自
分
の
行
動
が
社
会
や
相
手
に

対
し
て
与
え
る
影
響
を
改
め
て
考

え
、
一
人
一
人
が
人
権
の
尊
さ
を

理
解
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

毎
年
、
夏
に
な
る
と
、
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
で
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

安
全
に
海
を
楽
し
む
た
め
に
、

次
の
事
項
を
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

泳
ぐ
と
き

▼
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目

　

を
離
さ
な
い

▼
立
ち
入
り
禁
止
区
域
や
、
離
岸

　

流
の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は
泳

　

が
な
い

▼
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な
い

釣
り
を
す
る
と
き

▼
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
・
友
人
に
行

　

き
先
と
帰
宅
時
間
を
連
絡
す
る

▼
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す

　

る
▼
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に
入

　

れ
て
持
ち
、
連
絡
手
段
を
確
保

　

す
る

▼
立
ち
入
り
禁
止
区
域
で
は
釣
り

　

を
し
な
い

小
型
船
舶
に
乗
る
と
き

▼
出
発
前
に
、
機
器
の
点
検
、
残

　

燃
料
・
船
体
の
確
認
を
行
う

▼
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、

　

常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う

▼
携
帯
電
話
を
防
水
パ
ッ
ク
に
入

　

れ
て
持
ち
、
連
絡
手
段
を
確
保

　

す
る

※
天
候
や
波
が
荒
れ
て
い
た
ら
、

無
理
を
せ
ず
、
取
り
や
め
る
勇

気
を
。
詳
し
く
は
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ

テ
ィ
ガ
イ
ド
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
８
５
５
‐
27
‐
０
７
７
２

そ  

の  

他

広報しょうばら／ 2022.7　18 19　2022.7 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

そ
の
他

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

県
大
会

第
70
回
全
日
本
高
等
学
校　

選
手
権
競
漕
大
会

（
８
月
11
日
～
14
日
／
愛
媛
県
今

治
市
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

松
川　

晟
夕
（
松
江
高
専
３
年
・

平
和
町
）

第
30
回
全
国
中
学
生　
　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
26
日
～
28
日
／
鹿
児
島
県

薩
摩
川
内
市
）

女
子
組
手

新
井　
　

梓
（
庄
原
中
２
年
）

第
22
回
全
日
本
少
年
少
女　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
10
日
～
11
日
／
東
京
都
調

布
市
）

女
子
組
手

祐
宗　

さ
ち
（
板
橋
小
２
年
）

鈩
谷　
　

蘭
（
庄
原
小
4
年
）

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒���-����広島県三次市塩町２���－�営業時間�:��～��:��

不用品に関する
”困った”をすべて

解決致します！

不
安心の創業��年

何用品回収、 でも

0120ー66ー1035

15,000円買取例

おもちゃでも
買取ります！
おもちゃでも
買取ります！

使わなくなったアクセサリー使わなくなったアクセサリー

買取例 10,000円
額面の60％～で
買取します！

切手（シート・バラ）切手（シート・バラ）
創業63年の目利きと資金力だから出来る いくらで売れるかの査定だけでも！他社には真似出来ない、全国的にも数少ない

買取！
広告広告

備
庄
焼
陶
芸
教
室

備
庄
焼
陶
芸
教
室

　

粘
土
を
こ
ね
て
、
カ
ッ
プ
や
皿

な
ど
を
作
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

と
き

７
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

参
加
費　

２
５
０
０
円
／
作
品

（
別
途
送
料
必
要
）

定
員　
30
人
／
日

※
作
品
は
後
日
焼
き
上
げ
て
郵
送

し
ま
す

※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

草
木
染
め
教
室

草
木
染
め
教
室

　

草
木
な
ど
を
使
っ
た
染
物
作
り

が
体
験
で
き
ま
す
。

と
き　
７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里

や
き
も
の
工
房

参
加
費　
５
０
０
円

か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

夏
の
お
菓
子
づ
く
り
体
験

夏
の
お
菓
子
づ
く
り
体
験

　

夏
の
お
菓
子
作
り
が
体
験
で
き

ま
す
。

と
き

▼
わ
ら
び
餅

７
月
16
日
㈯
～
18
日
（
月
・
祝
）

▼
し
そ
寒
天

7
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

▼
柏
餅

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

▼
梅
寒
天

８
月
14
日
㈰
・
15
日
㈪

▼
水
よ
う
か
ん

８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

参
加
費　
５
０
０
円
／
組

定
員　
10
組
／
日

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北夏まつり」「備北夏まつり」
７月16日㈯～８月28日㈰開催！

竹
の
遊
具
づ
く
り

竹
の
遊
具
づ
く
り

　
竹
と
ん
ぼ
・
水
鉄
砲
な
ど
、
昔

な
が
ら
の
竹
の
お
も
ち
ゃ
を
作
る

体
験
が
で
き
ま
す
。

と
き

７
月
16
日
㈯
～
18
日
（
月
・
祝
）・

23
日
㈯
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
・
31

日
㈰

８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
11
日（
木
・

祝
）
～
15
日
㈪
・
20
日
㈯
・
21
日

㈰
・
27
日
㈯
・
28
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

参
加
費　
３
０
０
円
／
個

定
員　
25
人
／
日

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り

　

苔
や
植
物
を
使
っ
て
、
瓶
の
中
に

風
景
を
作
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

と
き

７
月
16
日
㈯
～
18
日
（
月
・
祝
）、

８
月
11
日
（
木
・
祝
）・
13
日
㈯

～
15
日
㈪

９
時
30
分
～
17
時

（
受
け
付
け
は

16
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

参
加
費　
８
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

　

※期間中休園日：７月 19 日㈫

第
60
回
島
根
県
高
等
学
校　

総
合
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技

（
５
月
28
日
／
島
根
県
雲
南
市
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

１
位

松
川　

晟
夕
（
松
江
高
専
３
年
・

平
和
町
）

第
75
回
広
島
県
高
等
学
校　

総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

（
５
月
29
日
～
31
日
／
広
島
市
）

男
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

１
位

和
田　
　

琳
（
神
辺
旭
高
３
年
・

総
領
町
）

第
27
回
広
島
県
中
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
５
日
／
呉
市
）

1
年
男
子
形

２
位

川
本　
　

嵐
（
庄
原
中
１
年
）

２
年
女
子
組
手

1
位

新
井　
　

梓
（
庄
原
中
２
年
）

３
年
女
子
組
手

３
位

藤
谷　

凪
沙
（
庄
原
中
３
年
）

第
21
回
広
島
県
小
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
呉
市
）

２
年
女
子
組
手

１
位

祐
宗　

さ
ち
（
板
橋
小
２
年
）

４
年
女
子
組
手

２
位

鈩
谷　
　

蘭
（
庄
原
小
４
年
）

第
39
回
全
日
本
少
年
軟
式
野

球
大
会
広
島
県
決
勝
大
会

（
５
月
28
日
～
29
日
／
東
広
島

市
）

優
勝

三
和
ク
ラ
ブ
Ｊ
ｒ
．

松
永　
　

謡
（
口
和
中
３
年
）

第
23
回　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

秀
作

安
川　

博
子
（
東
城
町
）

佳
作

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）

入
選

古
家
八
千
代
（
高
野
町
）

田
中　

睦
子
（
東
城
町
）

安
川　

博
子
（
東
城
町
）

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

８月16日㈫
ＪＡ庄原本所 ９時30分～11時

庄原赤十字病院 12時30分～15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
さ た だ に

田谷・佐
さ た だ お

田峠墳
ふ ん ぼ ぐ ん

墓群と
四
よ す み と っ し ゅ つ が た

隅突出型墳
ふ ん き ゅ う ぼ

丘墓

学校給食で庄原産の
“イノシシ肉”を食べよう!!

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

　市教育委員会は学校給食を通じて、栄養のバランスが取れ
た豊かな食事を子どもたちに提供しています。また地元食材
を献立に取り入れることで、地域の農業や食文化を知る機会
の場にもなっています。
　今回は、学校給食で提供している庄原産イノシシ肉の活用
について紹介します。
　市教育委員会は、令和３年度から市内で捕獲されたイノシ
シ肉を学校給食で提供しています。学校給食で提供している
イノシシ肉は、市内の加工施設「庄原ジビエ工房」で、捕獲
後すぐに加工しているため、とても新鮮で、イノシシ特有の臭
いが少ないことが特徴です。給食では、カレーや味噌ラーメン
汁などに調理され、子どもにも人気の食材になっています。

　またイノシシ肉は、下の表の通り豚肉と比べると、栄養が
とても多いことが分かります。特に発育や心の安定にも影響
するビタミンＢ群は、豚肉と比べると、ビタミンＢ１を除き、
すべての数値で上回っています。また鉄分は４倍以上の栄養
があります
　市教育委員会は、今後も地元食材を使い、子どもに興味を
持ってもらえる給食づくりに取り組んでいきます。

休日診療のご案内

●東城地域

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶供養田植の取材に行き、迫力のある牛の姿や、皆さ
んが暑い中一生懸命に太鼓を叩いたり田植えをした
りする姿から、エネルギーをもらいました。今号は、
その姿をたくさん掲載しています。少しでも、行事の
雰囲気を感じてもらえれば幸いです。
▶中国地方が梅雨入りしましたね。これからの時期
は天気が変わりやすく、短時間で激しい雨が降るこ
とがありますので、皆さんも天候には十分気を付け、
防災対策をしっかり行いましょう。

人の動き （庄原市の人口） 

令和４年５月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，０２８人（前年比－７１８人）　
男　　１５，７８７人（前年比－２９８人）　
女　　１７，２４１人（前年比－４２０人）
世帯数　１５，１６２世帯（前年比－１４９世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２７人（前年比－１７人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，１８１人（７，９０９世帯）
○西城地域　　３，０８２人（１，３６１世帯）
○東城地域　　７，００５人（３，３５９世帯）
○口和地域　　１，８１５人　　（７６０世帯）
○高野地域　　１，５５７人　　（６４０世帯）
○比和地域　　１，２０７人　　（５５８世帯）
○総領地域　　１，１８１人　　（５７５世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １５１１
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課管理係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

７月24日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
31日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

８月７日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（土）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
14日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
15日（月）三上クリニック ☎08477-2-1151

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
▶水彩画作品展／水庄会
とき　８月８日㈪～10日㈬　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

７月・８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　７月25日㈪　「生藍染め」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
○境港フェア～いか祭り～
　とき　８月５日㈮~７日㈰
○ゆめさくら夏祭り
　とき　８月11日㈭~16日㈫
○北海道物産展
　とき　７月29日㈮~８月29日㈪

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　７月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 13 時
ところ　庄原市ふれあいセンター　コパリホール
出演者　Duo Geiz（デュオガイツ）
上
か み が い ち

垣内寿
としみつ

光（ギター）、川
かわおか

岡光
こういち

一（チェロ）
演奏曲目　
白鳥、リベルタンゴ、天国への階段　ほか
▶ Duo Geiz
　平成 27 年に結成されたギター上垣内寿光とチェ
ロ川岡光一によるユニット。共にクラシックの名手
である２人のパフォーマンスは、バッハやモーツァ
ルトに留まらず、タンゴやジャズ、ビートルズ、レッ
ドツェッペリン、メタリカなどジャンルの壁を超え
た演奏を披露している。平成 29 年に全国ツアーを
行い、平成 30 年には中国２都市（重

じゅうけい
慶、丹

たんとう
東）を

巡る海外公演も行う。
しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　８月９日㈫　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

　本市の高・宮内地域には弥生時代中期から後期にかけて造
られた墓「佐田谷墳墓群」「佐田峠墳墓群」があります。
　これらの墳墓群は、昭和 61 年の国道 183 号バイパス工事
で発見されました。最初に発見された佐田谷墳墓群からは、
３基の墳

ふ ん き ゅ う ぼ

丘墓（盛土をした墓）が確認されました。また、そ
の近辺で発見された佐田峠墳墓群からも５基の墳丘墓が確認
され、両墳墓群については、墳丘が長方形の「方

ほ う け い だ い じ ょ う ぼ

形台状墓」
が４基と、墓の四隅が張り出した「四

よ す み

隅突
とっしゅつがた

出型墳丘墓」が３
基、周囲に溝がある「方

ほ う け い し ゅ う こ う ぼ

形周溝墓」が１基の計８基が発見さ
れています。
　これらの墳丘墓からは、墓の中で棺を納め、保護するため
の木組みの部屋「木

も っ か く

槨」や、祭器と考えられる「注
ちゅうこう

口付きの
脚
きゃくだいつき

台付鉢
は ち が た

形土器」が５点出土しました。
　中国山地の方形台状墓や四隅突出型墳丘墓は、墳丘墓の稜
線や斜面に、大きな平石を並べたり、縁に石列を並べたりす
る特徴があります。これらは盛土の流失を防ぐ役割や、墓を
装飾する目的があったとも考えられていますが、墳丘墓の稜
線や斜面を「区画表示」し、墳丘墓の範囲や大きさを明示す
る役割もあったと考えられています。
　両墳墓群は、多様な墳丘形態、埋葬形態・墓前祭祀の変化
などが、同一丘陵上で確認することができる貴重な墳墓群と
して、令和３年に国の史跡に指定されました。
　庄原市歴史民俗資料館では、これらの墳墓群から出土した
土器の一部を展示しています。ぜひご来館ください。

▲イノシシ肉を使用した給食（味噌ラーメン汁）

■栄養成分表（100グラムあたり）

エネルギー
（kcal）

タンパク質
（g）

鉄分
（mg）

ビタミン

B1
（mg）

B2
（mg）

B6
（mg）

B12
（μg）

イノシシ
肉 244 18.8 2.5 0.24 0.29 0.35 1.7

豚肉 237 17.1 0.6 0.63 0.23 0.28 0.5

（農林水産省ホームページより）

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

▲四隅突出型墳丘墓から出土した注口付きの脚台付鉢型土器
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ホームページ インスタグラム

広々とした芝生の上で映画を楽しめる、ナイトシアターを実施します。
鑑賞を希望する場合は、事前申し込みが必要です。

新型コロナウイルスの感染状況に
よっては、中止となる場合があり
ます。

と き

内 容

19：00～20：308/13土

ピーターラビット

料 金 １人５００円（小学生以下無料）

と き

内 容

19：00～20：308/14日

マダガスカル３

料 金 １人５００円（小学生以下無料）

1日目 ２日目

※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

広々とした芝生の上で映画を楽しめる、ナイトシアターを実施します。
鑑賞を希望する場合は、事前申し込みが必要です。

新型コロナウイルスの感染状況に
よっては、中止となる場合があり
ます。

1日目 ２日目

※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

国営備北丘陵公園北入口エリア

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア等活性化協議会（事務局:商工観光課観光振興係 ☎0824-73-1179）
※申し込みは7月15日（金）から受け付けます。

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

所　総領町下領家 1-3
営　９時～17時
休　火曜日（祝日は営業）
Ｐ　あり
ＨＰなど    Facebook「道の駅リストアステーション」

取り扱う市内産食材

皆さん へ 一 言
ガラスのドームが目印の当駅は、県内で最初に認可された道の

駅で、来年には 30 年を迎えます。総領町内の野菜や米、特産品

を中心に、庄原市内の特産品やおみやげも取りそろえています。

地元の活性化の一端を担う拠点として頑張っています。

野菜、米、乾燥シイ
タケ、平飼い卵、特
産品

● 地産地消店舗として

登録登録
第62号店第62号店

庄原市地産地消推進店について紹介します。この機会にぜひ地場産物を味わってみてください。

道の駅
リストアステーション
特産品館

道の駅
リストアステーション
物産品館

庄原市
総領支所

備北商工会
総領支所

庄原市国民健康保険
総領診療所

432

〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号
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